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L万分の白地質図望小樽束部 (札幌一第問·)

北海道技師杉本良也

はしがき

このl吋料は位同|てlip百ととなりあわせているので，里子タト作だのほとんどλ部分は，絞i雨垣胡I'閃叱吋之[

札川仙Jkヤ仏ル:i》hたff刊作/う乍叩iド:
Il問i日町i司1を此して 1視1ぢ日F兄1津方方‘白面1の説f査t と， 全域にわたる補足調査を行ったにとどまったっこのほど，

ひとまず整期がついたので，その概25を報告するコ

この地域は，石狩汚の西縁部にあたる。地質学~Jには同南北海道にふくめられ，新;T~三

紀以降の火山活動の盛んな地区である。

隣接銭i酒図幅は，古くから金属鉱床地情として注目されてきたが，この凶111日内 lこは，ほ

とんどみあたらないコしたがって，調査資料もとほしいc

I位iifb よび交通

この|叫幅のしめる地域は，北緯 43 つ 10/~43C20〆，東経 141つぴ~141J15メの組問である。

行政区割のうえから，南西部地区は小樽 rli， 南東隅は石狩町にぞくしている

小樽rfiは商工主都r!iとして，また，室蘭とともに商港として有名である。さらに， IUの

背後に発達する各山地は，スキー場として有名である c

また，石狩町の海岸線は，最近海水浴場として，ひじようににぎあい，札幌市民のいこ

いの場所となっている。

交通の便は，きわめて良く，小樽 Iii以東の海岸線沿いには雨前本線が走り，これと平行

して同道が通じ， "rfT z;1;・民辺・河鉄の各ノミスが走っている J ー)j ， 背後の丘陵山止にも縦

1) 杉本良也: 5 万分の 1 鋭函 j也質 IS<I， i司説明書，北海道開発庁， 1953.

2) 岡昨，佐々木早苗: 後志同小樽，塩谷附近の地質，北大修論， 1934.

3) 猪木幸男，垣見俊弘: 5 万分の l 小樽西部地質凶幅， ii i]説明書，北海道開発庁， 1954.
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横に道路が開さくされている。だが，祝i4t以北の市:岸線は急出・絶壁が連続しているので

路線はとぼしいが，背後山地には良く発達しているので不便ではない。

II 地形

図1幅内の地形を概観すると，海岸線I由民・丘陵地区・河川そいの洪福地区・砂丘湿地帯

の 4 つに分けられる。

(1) 海岸線地区

海岸線は単調だが，多くの場合急庄・絶壁で海にのぞむ。一部 lこは海蝕洞や，海浸のた

めにできた奇岩もみられる。とくに，祝津以北や朝旦以東の海岸にいちじるしい。なお，

前者の地区にぞくする子宮の海蝕崖には，古代文字の遺跡があるので有名である。後者の

地区は，庄の直下を函館本線が走っており，時々出くずれがあるので，交通の障害 L なつ

ている。

(2) 丘陵地区

第 1 図 小樟築港からカヤシマ岬を望む。

海岸線沿いの段丘状平坦面(侵蝕段丘? )

1) 前出: これを断層で説明しているが明らかではない。海岸線に発達して ν る岩礁や

暗礁に，そのような形跡がみとめられないからである。

2) とくに神威古語~張礁

- 2 ー



丘陵地区ば，標高 50~100 m で，ゆるやかな傾斜で海蝕片!と接している。とくに，海岸

線ぞいの丘陵地は，市 1 [司にしめすように段丘状の平坦ー出がみられるが，段丘堆詰物をと

もなっていないっしたがって，一種の侵蝕段丘ではなかろうか，とちえられるっ

この丘院地も，南に進むにしたがって高山をまし，隣接のH凶・仁木凶幅にいたると，

やや急峻となり，第四紀の火firが 11f立するようになる(

なお，この地区は，ほとんど大部分が民排Jむとなっている

(3) 河川にそう洪沼地

この地域を流れる河川は，すべて， となりあわせの 2銭足 i同正羽 i • {仁:木.ノ4小lト、持F百:ヨ司ぷ川

j源B原1を発しレ，丘陵J地白形にしたがつて，ゆるやかな流時で石狩汚にit ぐ c これらのうち，主な

河川は， JJ'»納川・朝里川で，いずれも流域に，やや広し '1巴酷)Jjumw物・河岸段丘堆砧物を

ともなっているつまた，これらの河川は，かなり水ーはが曹J日なので，いずれも，小樽市の

給水源となっているつ

このほかの，滝の沢や寺の沢などの小河川|は，水 lli:1ことほしいが，かなりの氾濫原堆積

物をともなっているのが特徴である。

(4) 砂丘・湿地帯

この地区は，石狩低 Hh; 貯の 1 出にぞくし， pxi r陥の南東隅にわずかに発達して l) る。

砂丘は，海岸線と平行して発達し， rphia は 20m であるゾその背後は，泥炭で構成され

ている湿地帯につらなっているつ

III 地質概説

この H!l t!'買を構成する地日系統は，新市三系およびそれ以昨の Jill 府と火成 Gとであるのい

わゆる l'iWJ 岩矧は民出していな L

同市北海道の他のJl U戎と同様に，この地域もまた，新市三系は，火 rlr 1'iおよび火山砕屑

汗がし】ちじるしいコしたがって，この地域の地凶は，ノ k成主?を主とする地域といちじるし

く砲をことにし，岩村!の水平および、車 l立の変化がはげしい ο しかも，化石は全くみとめら

れない。

このような地 1白構成であるため，地 J~"i の医分は岩相および岩買によって行った。

第 1 去は，このようにしてたてた屑序である。

一 3 -



模式地質総括表第 1 表

考・備質ル札
制模式柱状図序府

時
代
一
現
世

近rra敷石ill砂手~際，粘土氾 i監原堆積回
砂丘)脅

粘土礁，河成段丘堆積層更
新
世

石材

(降起運動
持lila及びj山塊ill動

石材

安Il~ ;ti" 質熔 1;ー岩熔山無毛

安山 K1・f[熔 :(lf.砂羽熔 .1)i

安山 ~Ilf.質熔お一

(捕監Yf を合む)

石倉山熔岩-

熊碓安山岩質ー

集塊岩層

住吉

凝灰岩層

朝

里

層

官、f

京f

鉱化作用

亦~I;黒鉱鉱床

祝j孝変朽安山岩

世

隆起運動

中
新
世

流紋岩熔岩及び岩

脈， Irlj1t集境岩
山
一
心

紋流内色

新第三紀屑は，不整合関係の上下 2 日一下から色内流紋岩，朝里屑 と砂留熔岩と

から構成されている。

下部の色内流紋岩は，流紋岩と同質岩塊をふくむ集塊岩とを構成員とする ο 無屑理で，

しかも正常堆積岩をはさんでいない。したがって，構造は明らかでないが，西南北海道の

いわゆる訓縫杭に対比されるものであるの

上部の朝里屑は，黒松内杭lこ対比され，下部の色内流紋岩とは不整合である。これを岩

相により，下位から祝津変朽安山吉，住吉凝灰岩)凶，熊碓安山岩質集塊君!函，石合山照岩

の 4 岩屈に細分した。変朽支山岩をのぞく他の 3 岩層は，同時異相の関係にあることもあ

るが，海岸でみられる路出と，走 l臼・傾斜とから上下関係をきめた。変朽安山岩の原岩は，

北海道西市部の新生代層と最近の地史，地質学雑誌、 vol. 40,

-4-

長尾巧，佐々保雄.

41, 1933~1934.
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合石英角閃石普通輝石紫蘇輝;円安山岩で，他の 3 汗屑とは，岩買をととにしている n また，

熊碓安山岩質塊宕におおわれている点は， I何らかであるが，色内流紋岩との関係は，わか

らない σ したがって，小樽西部関幅の資料から鮮新世とした。

この地層は，比較均層理があきらかで，定向 NS~300E，傾斜 5~20ハE~W をしめし，

ゆるやかな波状摺111Jをしている。

判里桝Jif: tltq表，砂臼熔岩が1{，主流し，この火山市到に引続くか，あるいは相 IJfj後して，隆

起百刊にともなって，摺tlll や断H'~}E到が起った勺

)1f行の特性から，この l LL: 1夫の新U1三系の大成活動をながめると，下部屑は流伏岩r[i[岩石，

[:，'1!;H"1 は玄: rJr!(，i71J-宕石で、代表されるハ

なお，ここでil:日されることは，道南タイプ。の八雲J~iが欠如していることである。これ

は，おそらく色内流紋岩のJjjJ;{後，この地域が陸化したためと，与えられる。

hにのべた新車三紀!両および、火r! rI7知を不整合におおって，市内系が発達しているの乙

れにぞくするものとしては，長新世の火山活動にもとづく§J!!€r!r:昭子7，および河川そいに

克直する河岸段目~.J(tM物が主なものである c そのほか，海岸および河川の沿岸を閉店iする

沖積 '\:~Jがある

IV 地質各説

1 新第三系

i) 色内流紋岩

この店休は，ノ j、時市水天宮附 j互に最も広く発達し，隣接小樽東部図幅におよぶ。その他

の 1l1:l:或 ーカヤ v マ l岬・小樽築港. r4SR 町一一『では窓状にわずか露出しているていどであ

るわ

このJ'X llp 面内では，この岩体は最下部に相当しており，上位の朝里層とは不整合である。

カヤ vマ岬では，お 2 凶にしめすように， {~r~~ のいちじるしい流紋岩体のうえに，下位の

挙大の亜角疎や 2cm 大の緑色凝 I死岩の円礁をふくむ決灰色の凝灰百棟岩がのり，さらに

定rJr~'t'lt 渠塊岩に移過している。一方，小樽築港駅前の岸ーでは，両層の接触個却はみとめ

られず， 1 j'~~は断凶で接しているが，やはり不整合のようである。他の個所では，関係は

全くわからなし

1) 猪木幸男，垣見俊弘: 前出，同意見をのべている。

-5-



Ir:色内流紋岩 As: 朝早層

第 2 図 小樟市高島町でみられる色内流紋岩と朝里層との不整合

ζ の岩体は岩質，岩相から銭函図幅の小樽内川屑に，小樽西部図幅の船取山屑に対比さ

れる。

主K.流紋岩と集塊岩とから構成されているが，両者の関係がわかる露出は，カヤジマ岬

だけである。カヤシマ岬では第 3 図にしめしたように， I幅 4~5m の流紋岩17j三が同質凝灰

岩ないし集塊岩をつらぬき，その接触個所には 10cm ほどの黒色ガラス買の冷却相をとも

Irga: 流紋岩質集塊岩 Ir:流紋岩 As: 朝里層

第 3 図 集塊岩を貫く流紋岩岩脈一一接触部に黒色ガラス

質急冷相を伴う(高岳町カヤシマ Illlf!)

-6-



なっている。しかし，上位の朝里層までほ，およんでいないの

このように，一部は貫入していることもあり，多少のずれをともなうが，ほぼ同時代の

火山活動の産物である。しかも隣接図幅では同14:異相あるいは累重関係にあるので，この

悶幅においても，一括して同色で地質図に塗色した。

岩質(ま，露出が散在しているので，場;-"1{によりかなり相違している

n栄IHn乙発達する流紋岩体は，淡桃色を呈する石J;!~の rl1 に，石見 . ~'I 長石が散{r:し，有

色鉱物はひじように少なく，流理構造にとむ(これととなりあわせて時出する， 1オ[状穴TIl'

守~l抱T?との関係は，わからない。集塊岩の忠塊は，うえにのべた宕fJl( とやや外聞をことに

し，駒川色を呈し，硝子賀で指頭で容易にくだける。

PI: 針長石 g: 石英 Bi: 黒雲母

第 4 図色内流紋岩(実栄町)

両岩の'itTllは，つぎのようである。

斑品:ともに，石九斜長石， ，主主ほからなる。集i鬼岩岩塊がわずかに角閃石をふくむの

判長石は An25士の性1"1のものが多い c イi V:~， ~ごi長石は円形結品を宝し，共に lmm 前後の

ものがyいじ思主は-は0.3x 0.05mm大の知Hll形をしめし，Ii寺[こは捷IjiJしていることもある。

石早:集塊忠岩塊はガラスにとみ， tu来計構造がいちじるしいη 微fhiiと して，石英・全l

R石・磁鉄鉱，その他の応微iV1物がみられるc これに反し，流紋岩は，J定J自の脱E皮革i作Jl-J

により*M，NFIーとなっているのが特徴であるの

高島町に分イIiする?!r[紋況は駒1必色を日し，一眼に用問であるr 同'11 県j鬼岩は決褐色を主

し相，緊である。

一 7 -



斑品: i苛岩とも右英・斜長石・角閃石からなり，余|長石が量的にほ一番多い。右英・斜

長石は1.5mm 大のものが多く，斜長石は灰曹長石附近の成分をもっO 角閃石は 1 部緑泥

石化作用をうけている。

石基:珠璃は脱珠子高作用により結品質となる。時には，頁岩状構造もみられる。徴1111 と

して，石英・斜長石，その他の隠微品目ー物質もみられる。

7](天宮附:iut乙分布するものは，露出而mが最も大きい。すべて流紋岩から構成されてい

る。この岩石は灰白色を呈し，堅硬でiliff里構造はみとめられない。風化而は，長石が溶脱

して空隙ー十表面だけ一ーにとむ。時には，全体が軟弱となってしコるところもある。これ

は花園公園に旺胎するマシガン鉱床をもたらした，鉱化作用によるものかもしれない。

斑品:石英がもっとも多く，多くは1.2mm 大で融蝕形・破片状を呈する。斜長石も1.2

mm 大で，累帯構造・アノレバイト双品がいちじるしく， An30士の性質をもっている。角

閃石・黒雲母はまれにふくまれるが，前者は一郎緑泥石で置換される。ー取に斑品卸;物が

少ないのが，特徴である。

石基:破璃質で汚染している。中 l乙石英・斜長石・磁鉄鉱ならびに毛状の結品旺を含有

する。

小樽築港駅前に小規模に露出するものは，淡黄白色を呈し，石英，有色鉱物(少ない)

がみられる。指頭で容易にくだけで，脂感をあたえる c 構成鉱物は，真栄郡に分布する流

紋岩と同じである。しかし，斜長石・石基は微細な粘土質鉱物で置換されており，斜長行

の原形などは，全くみとめられない。また，まれにふくまれる黒雲母も一部緑泥石で置換

されている σ

この岩層は，すべて無屑周であるので，構造はわからないo

ii) 朝里層

朝里屑は，この図幅の大半をしめて分布している。地形の頃でのべたように，海岸線に

そって絶崖を形成し，露出がよい。

下位の色内流紋岩とは，すでにのべたように不整合で接し， ヒ位も，やはり不整合で砂

留熔岩，および第PL!紀の諸岩層におおわれる。

隣接r;<]lp百の銭函では張碓府群に，小樽pL;j if!';では小陣黒屑に，それぞれ対比される。

主に，安山岩71"の火山岩，火rll砕屑宕から構成されているが，屑理の明らかな凝!死岩・

凝吠質砂岩を介在している。

これらの構成各汗居は，水平11;ヲにも1f~Tf'J};~ iこも，岩十日の変化がはげしく，上下関係を決

1) 猪木幸男，垣見俊弘: 前出ぐ
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定づける露出 lEe ぼしい ο したがって;限られた露出と，走向・傾斜とから上下関係をき

め，さらに岩相，岩目ーから第 1 去のように 4 守層に細分したコ

明里屑は，一般に走I{lj は NS~N30E，傾斜は 10~20 二E~W で，ゆるやかな !r~状摺内

を行っているつ

a) 祝津変朽安山岩

高島から赤狩にいたる海伴和誌を，とりまいて分布するハ

下1\ (J\"']およびげ\(の住古凝 I'X~ Ji'~との ill 誌の関係は，わからないが，概説にのべたよう

な点から，鮮新世としたぺしかも， 1同里回の M ド;むとしたのは，この口休が熊昨:集 i虫干守層

一一一輝石安山吉が卓越する-ーにおおわれ，住占神社の iE では，この熊碓集塊岩は，下位

の住吉凝灰岩屑に移過している点からである

一般に. nFI: 禄色ないし otff]( 色を 9. し， ~1 直倣慌で，不規則なi'~'jf里が発達するつとくに，

赤岩間近では，いちじるしく珪化して民褐色となり， ;!:\拡鉱山の III日岩のような様相をしめ

す。あるいは，粘[:化 fl'用をこうむって軟弱となるハまた -i;11 には， I恒 2~3cm の網状石

英脈もみられるペ比較 ijJ せまい而店に分布しているが，民出{回 (1fT によりかなり変質度を，

ことにしているウ

斑品:斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・石見・角閃石. M~ 鉄民;からなる。変質程度の低い

岩体の会 i長石は， An40 土の成分をもち，紫蘇輝石は a.5mm 大の市伏のものが多く，そ

の辺校部に単斜輝石のタト去をともなう。角川石は一様にみられない。これに対し，変質度

の高いカヤシマ /[1 市，亦 17 附;'1のものは斜長石・有色 ;VI:; 物は結泥石・行児・が iz;: ほ・方解石・

キr~/ 二質物におきかえられ，原形は，わからなくなっている。

石基:灰色ガラスの l十l に斜長石・輝石 e?) ・磁鉄鉱が散tr:し，ガラス主流品質構造をし

めすの時には汗通輝石・斜長石の来理状の集合十[，:もみられる c だが，変質度の高し 3所では，

斑品鉱物と同じく， 2 次鉱物でおきかえられているヶとくに，方解石の発達がいちじるし

。
、
J

'
L
U

b) 住吉凝灰岩層

住古持 Iネ:1:地内を標式地とし，その周辺部に発達する

色内 Ifrl 紋岩を.不整合でおおっているようであるが，同誌の関係はわからないの判里府

最下位の祝津変朽安山岩との関係は，すでにのべたりー日立の熊碓阜 J)~!(f Jfc1Jとは， z斬移関係

にある。第 5 閃は，イ主占神社域内でみられる，丙 ~rtJ f6 i の 71 iJ i移関係をしめす民 IH であるの

主に凝!売店から構成されているが， 1I !1 には汗石町凝同行，石児安 rfr 忠行 j忠を多くふくむ

角牒凝灰岩をともなう
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Asu: 住吉凝灰岩層 Ak: 熊碓安山岩質集塊岩層

第 5 図 性古凝灰岩層と熊碓安山岩質集塊岩層との

i斬移部(性吉神社境内)

一般に無阿JEflで， )炎黄灰色ないし捌呪色を呈し，やや軟弱となっている個萌ーや，比較均

にかたいところもあり，変化にとむ。一見，色内流紋岩の凝ヲミ岩と類似しているが，肉眼

で石見がみとめられな l) ことと，熊碓集l鬼岩と j斬移|見係にある点とから，区別される。

角疎凝叱岩の岩tJ在 l士、石英安山岩を主とし，両輝石安山岩のこともある。

角疎凝央岩の主な岩塊の石英安山岩の性質はつぎのようである。

斑品:余l長石・紫蘇輝行・普通輝石・石英磁鉄拡からなる。会|長石は An45 土附j庄の

成分をもち，紫蘇輝石は百通輝石よりも多く，紫蘇輝石は単斜輝石でとりまかれているこ

ともある。時には，オブィデヅク構造をしめす，玄武岩状の同源捕獲岩をふくむことがあ

る。

石基改璃基流品質で，比較的lこ破璃にとみ，輝石・余i長石の微iT1が散点する c

c) 熊碓安山岩質集塊岩層

熊碓附近を模式 tlh とする。その他朝里，千官公園にも分布し，図幅の大半をしめている。

小樽市北 (til_) では，下位の変朽支山岩をおおい，上位の砂留熔岩 lこ不整合におおわれる。

一方，小樽市東部では，すでにのべたように住吉凝灰完とは整合で接し，上部は石台山熔

~うに漸移し，毛無山熔岩におおわれる。

この Jilll Plは，隣民主主 i羽|斗 !P[J の日 IWi 了-[I;1%J 史~~tmJ に対比され，小問丙 I~\\ 閃IpM の _I:;" 部凝灰 I~

砂岩婦の， J:: 仕になるようである
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主に支If!岩目集j史で構成されるが， ド I'{ISは偽h"'Jの発達する凝l火口砂岩・集塊刀・浮石賀

凝り〈岩・角陳岩HJ1 の互)叫が， .i:'ょ:構成Fi となっている

一般に，集塊岩の岩J忠は挙大のものが多いが， f灼[日Ji陳深岩になると L凶J主uυj

るガラス E目11安山宕j塊史が 3多会く， しばしば，玄武方様同似+il11吉沢がみられる

この凶IPI~の新泊三系のうちで， )1'")JWのあきらかな， I唯一の;UlNeiである ο 小同 rlFBi~ i\ !j では，

走|訂 NWυW~N30CE，傾斜 5)~25···E~W でゆるやかな波状摺Ilil を行っている。これに

対し，小樽r!j北在日では， 1)[~H"i.Pl!のことが多いが， )志1ι-ゴi

l地山ωj域或とも，断層により :~l傾斜 40ニ~60コをしめすこともある

イ) 小樽市東部地区

奥沢II!X，点:;初日X， t申j見台ド1J周辺には，この)討の下部に村 l当する凝i)('fiI砂行，i'[石 'Ii 凝!ク〈

岩，凝lク〈岩，集塊岩の互)凶が分布する。各単居の)手さは，一定していないが， 1~ 1.5 ill 前

後である。

f出理が|悶らかで，奥沢町では， lEi而 N30·W，傾斜 W)E である υ 点栄町附.ill:では，傾

斜がやや急となり 40
0

となるご湘見台|町では，走i6j N50コW，傾斜 40·SW をしめし，両

町の聞には， r句会i軸が推定される。

凝灰岩は，淡黄色で，指頭で容易にくだける。一見，色内流紋岩の変質店ににているが，

石英の斑品は，みとめられないので区別される。

凝灰質砂岩は，決黄灰色ないし淡引く色を呈するが，風化而は黄!五色を宝するコ粗粒で同

結度が低く，火山氏や微粒の火ill岩片を主とするが， 1手石片をふくむこともある

集塊岩の岩塊は挙大で， 11古灰色の火山氏・火山砂で腰*i， されている J 岩城は黒色を宝し，

ガラス質で竪岨椴密である。比較的斑品鉱物にとほしく， しばしば，古仁状空隙が発達す

る υ

斑品:一般に新鮮で，斜長イJ ・ YS.lill輝石・紫~~輝石からなる 3 斜長石は，他の 2 校、物よ

りかなり多くふくまれ，中性長石~曹!冗長石の成分をもっO 普通輝石は，紫蘇輝石よりも

多い。

石基 :1皮璃基流品質で，伯尚色の珠玉南が多く，中に小|坪木状の判長石，粒状の輝石およ

び磁鉄鉱ならびに毛状の示品目!圧からなる c

時には填河構造をしめす玄武岩塊もみられる

一方，小樽築港から朝里までの海岸線のド却も，うえにのべたと同じ岩Mで構成されて

いるのだが，平磯岬附.ill:に民山する凝氏11砂汗は ， l;(JN~の発達がいちじるしく，集塊岩は

少ない。それにかわって，は!大またはそれ以との角礁をもっfij牒岩を伏在し，やや辿きを
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ととにする。

角疎岩の角礁は， H白黒色琉:f!\ lqで，その性質はつぎのようである。

斑lI11: 会i長石二 f~:通輝石〉紫蘇輝石

会i長石は An 55 土の成分をもち，果'lW構造はいちじるしくない。紫蘇輝石は，普通輝

石より大形のものが多い。

石基:破璃基流品質を呈し，有色鉱物および、鉄鉱の微品は比較i'，~少ない c 時には，汚濁

し，黒色の鉄鉱粒をふくむ。

この地域でも，また層理が|児らかで，走|臼は NS~N40CE，傾斜は 5)~208E で，東への

単斜構造をしめす。断層によってやや2傾斜となり， 30コにおよぶこともある。

乙の下部層は，上部の集塊岩を主とするよ退屈に漸移する。

上部屑は，主に，熊碓海岸およびそれ以南の丘陵地，神威 11j1単に発達する o

その集塊岩の性質は，下部地層の集塊岩それとほとんど同じであるが，朝里以東では，

淡紫灰色の宕塊一一玄武岩様捕獲岩をふくむ一ーや下部屈の集塊岩塊よりもガラス質でな

く，より斑品のめだっ暗矧色の岩塊が多い。 この集塊岩はところどころに，厚さ 4~5m

の同質の熔岩を介在している。

淡紫灰の安山岩塊の性質は，つぎのようである c

班品:斜長石・昔通輝石・紫蘇輝石からなる。斜長石は卓状形のものが多く，成分は曹

灰長石附近である。普通輝石は紫蘇輝石よりも多く，両鉱物とも，周辺部は鉄質物でとり

まかれている。

石基:改璃質基流I5ll質で， 1.炎褐色硝子中に11f木状;J\'I長石，鉄質物で置換された粒状有色

PIa: 斜長石 Au: 普通輝石 Xe: 捕獲岩

第 6 図 熊碓安山岩質集塊岩(上部)の安山岩塊(朝里)
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鉱物や毛状の結品旺が散在する。また填間構造をもっ玄武岩質の同源捕獲岩をふくむ。

一方， 0音調色の岩塊は，斑品鉱物はうえにのべた決紫灰色の岩塊とかわらないが，斑占-11

は O.4 mm 以下のことが多く，まれに菱形の自%石英がみられる J 石主は，上記の岩塊よ

りも破璃質で，これまた，玄武岩状の捕獲岩をふくむ。

ロ) 小樽市北部地区

小樽市北部の丘陵地はほとんど，熊碓安山岩11"集塊岩でおおわれる

この地区の熊碓安山岩質集j鬼岩!日の下部は，小樽市東部地|三と同様に，凝i)d1f砂岩・凝

ば宕 . if.石11凝り〈宕・角棟凝!ズ岩からなるわ岩1lは，小同市東部地区と同じである。

その同出j凶)肝は， fQt世lJ ・千百i\iiJ窟・カヤネ/マi\IIllfこかぎられ，分布悩凶はせまいようであ

る c

一般に， J:"'i Jmはあきらかで，定向 N50つE，傾斜 10 コ~300NE をしめし，小樽東高地区の

Jt !Jl]，傾斜をあわせかんがえると，小附けJ街地に背斜軸の11千l:が推定される。

このド14:~)r~ と漸移して，上位に発達する集塊岩!凶は，カヤシマ自1)1附近では，尽色T皮土手if百

の安山岩宕塊が卓越する。 lill表iii くの風化Tmでは，脱色して民鞠色となり，褐黄色の鉄lq

物の汚染がいちじるしくなる c

一万，既田JJt(fr5では， II白民色粗暴Zで，住状節士宮の良く発達する安山岩熔岩をはさむ。

~kl，色攻璃1"fの支山岩t;4の性質は，すでにのべた。佐状節理の発達する支lll~白地岩の性質

は，つぎのようであるし

斑品:斜長石・昔通輝石・紫蘇輝石からなる。これらの斑Jill拡物は， 0.4mm 大のもの

が多いが， ~~'I 長石には， 0.7~lmm の市状形の大形のものもある c その成乃は皆川長石 F付

近であり，累帯構造がいちじるしい。背通輝石は，紫，蘇輝石よりはるかに多くふくまれるつ

石基:結 1121 皮 i苛く，担!拝木状の公 l長石，粒状の輝石および磁鉄鉱の集合からなり，境問

構造に iii い石 PTI.をしめす :0定時買物瓦は褐色を呈し，その呂:は少なく， 日己の微 r' ，Mi\j を光

lJ'{ する。 II守には， ;jq長石，輝 Gの京斑 1ノミ:票合 ;4;: もみとめられる

d) 石倉山熔岩

この図的内には，わずか分布してし)るにすぎず，その大 'II:は， I排出伎函 l叶幅に克 J主する》

熊碓交山店質集塊岩を整合におおう。

主に支山岩 Int8 宕で構成されているが，同 i[:!I"~~ ミ tJU J.? tをはさむこともある c

この岩石は， 10cmλの円 Ili~ をおびた玄式岩 111m 獲岩をふくんでいるのが持徴である

暗黒色を呈し， しばしば，位状節血が発達する倣密な岩石である。

1) 杉本良也: 前出，銭函凶幅説明書参照。
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斑品:斜長石(曹E記長石)紫蘇輝石ミ普通輝石。

石基:改璃主流ltll質で，有色鉱物および、鉄鉱の微Jill1は比較，'， :J少ない 0

iii)砂留熔岩

この熔岩は，この図幅内には，ごくわずか蕗出するにすぎず，その大半は隣接小樽西部

図幅に分布する。すなわち，子宮駅の西プjの庄に熊碓安山岩i£q集l鬼をおおって発達し，地

形的にもやや突出している。

この熔岩は， a白灰色を呈し，堅田で位状節理が兄達している c この安山岩の性質はつぎ

のようである。

斑品:斜長石〉紫蘇輝石〉背通輝石二寸丘鉄およ。

会l長石は， An55 土の成分をもっO 紫蘇輝石は??通輝石よりもはるかに多い c

石基:破璃質基流品質で，余i長石，粒状の輝石，鉄Ti物の微titiが比較的少ない。

2 第四系

これにぞくするものは，更新世の毛無山熔岩と河岸段丘Jtt砧物，および現世の氾濫原堆

積物と砂丘とである。

乙のほか，地形の項でのべたように，海岸線にそって，平坦面がみとめられるが，堆積

物をともなっていない。

i) 更新世

毛無山熔岩と河段段丘Jtt積物が，これにぞくする

a) 毛無山熔岩

この熔岩の大部分は，隣接技 l羽|司幅に分布する。

毛!吊山は，かなり解析されて，火山の原形をとどめていな L) .二だが，地形?なには，熔岩

の分布範囲を識別できる。すなわち，新第三系の集塊岩の，ゆるやかな台地状の地形から，

やや急な丘陵性となり，熔岩の末端部には 1~2m の熔岩崖が発達する。

この岩石は [I音灰色を呈し， ;散密、で柱状節理が発達し，風化面はやわらかくて，標式的な

“たまねぎ"構造をしめす。

斑品:斜長石・昔通輝石・紫蘇輝石・磁鉄鉱からなり，時には石;~・概憤石をともなう。

斜長石は，曹!ぽ長石ないし ~l-I 性長石にぞくし，ヰ l状または柱状形である。紫蘇輝石は，背

通輝石よりも多くふくまれ，後者は双山 71 をすることもある。石英は O.7mm 大で，菱角形

または融蝕されて円 l山をおびている c また，不規則な形の O.5mm 大の磁鉄鉱も散在する c

石基:改璃基流品質で，日吉灰色敢璃の III に短椋木状のま l長石，粒状の輝石および磁鉄鉱
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が散在する J

b) 河岸段丘堆積物

河岸段丘は，朝里川流域だけにみられる。すなわち，朝里川流域には，河床面から 20m

ほど高い位置と， 10m ほどの位置とに堆積物がみられる。高位のものは，厚さ 4m ほど

で，頭大から拳犬までの円喋をふくみ，粗粒砂や粘土がその間をうずめている。礁は，下

位の安山岩塊が大部分をしめているが，流紋岩もみられる。 地表に近い部分には，赤色土

壌および、腐植七が，通常累積している。

これに対し，低位の堆積物は拳大の棟が多く，砂・粘土でうずめられている。乙の疎も，

支山岩がはるかに多いっ

ii) 現世

これにぞくするものは，各河川流域に発達する小河岸段丘，すなわち，現在河床面より

2~4m 高い平坦而および現河床面にそうで分布する~L:. i監原面，ならひ、に海岸線にそうて分

布する砂浜や砂丘，砂丘背後の湿地帯である。

段丘， I巳濫原堆積物は，砂，瞭のタトに粘土，各種土~を J昆千 i: する。

砂浜は，熊碓海岸にみられるにすぎず，砂と頭ノ〈の安山岩 i鬼からなる。

砂丘は，悶幅の南東隅の石狩海岸に平行して発達するこ J 高さは 7m 前後で，規模は小

さい今この背後には;京地帝が発達する。

V 広 )11 地質

1斉接の銭凶，仁木，小樽西部には，多くの拡山や拡微地がしられているが，この図幅で

は，赤岩鉱床の延長にあたる鉱微地と，土木用石村およびわずかの非金属鉱床がみられる

にすぎないっ

1 鉱兆地

赤宥鉱床 lま黒鉱式鉱床で，合金銀黄銅鉱，方鉛 $Ii: ， 閃亜鉛拡を主要構成鉱物とし，脈石

鉱物として石英・重品石がみとめられるという。だが，探鉱が行われた場所は，隣接小樽

西部図幅内で，この閃幅内では，石英細脈といわゆる“やけ"がみとめられるにすぎな

「

〕

、
AL

周辺は，主に合石見角閃石角両輝石安山岩を原岩とする変朽安山岩で構成されている。

1) 木下亀域: 本邦の黒鉱鉱床，日本学振会， 1934.
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しかも， i由貿の項でのべたように，赤岩の項上部はいちじるしく珪化して褐灰色を呈し，

堅硬であるが，斜長石が溶脱して空隙にとむといわゆる黒鉛;鉱床のl陪岩を形成している

とれに対し，下部一一一海水面附近一ーの岩石は，濃緑色を呈し，一部には黄鉄鉱が鉱染し，

加えて粘土化して脆弱となり，灰黒色を呈するようになっている所もある c だが，金属拡

物や石英・重品石の濃集しているような個所は，みとめられないご

ただ，日無:泊の西部海岸には，うえにのベアこ濃緑色を呈する変朽安山岩の中に， 2-3cm

の，不規則で延長性にとぼしい細脈がみられる c との石英脈の含金銀品位は，分析を行っ

ていないので明らかで:はないが，金銀は，おそらく黒鉱にふくまれるので，期待はできな

いであろう。

2 石材

ここで取りあげる石材は，道路用の敷石用の害 IJ砂利である c 調査時は，砂留熔岩や毛知

山熔岩の末端部一一一寺の沢一一ーを採石してし)た c また，朝旦川流域の氾 j監rw積物を構成す

る砂利や玉石も採取されていた。

3 非金属鉱床

これに属するのは，小樽築港駅前に露出する色内流紋岩である

この岩石はかつて，セメシト混和剤や炭砿の岩粉として使用されたこともあるという c

また，この一部は陶磁器原料にも使用できる。だが，現在は，全く稼行されていない。
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Resume

Thissheetmapoccupiedahillylandonthesouthwesternsideof

theIshikariBay, borderedbyverynarrowcoastalplane, wherethecity

ofOtaru , thecommercialcenterofHokkaido, islocated.

Geologically , thisareaiscoveredalmostwhollybyNeogeneTertiary

volcanicsortheirpyroclastic sediments, which areprominent inthe

south-westernHokkaido, andparticallybyQuaternaydeposits. Tnthis

map, nopre-Tertiarysedimentsareencountedduringthissurvey.

Themineralresourcesareofverysmallscalesascomparedwith

thatinneighbouringsheetmap.

Inthefollowingparagraphs, ispresentedabriefgeologicalaccount

inchronologicalorder.

NeogeneTertiary

TheNeogeneTertiary comprises the Ironai rhyolite , the Asari

formationandtheSunadomelavaflow. TheyarecorrelatedrespectiveJ1y

withtheKunnui , theKuromatsunaiandprobablytotheSetanaseries,

allwellknowninthegeologyofSouthwesternHokkaido. The8uccession

isdifferentfromthatinOshimapeninsulaintheabsenceoftheYakumo

senes.

Ironairhyolite

TheIronaiformsthebasementofthisarea, anditsupperhorizone
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iscovereduncomformablybytheAsariformationasfarasthepresent

surveyisconcerned.

Itconsistsofrhyoliticlavaand agglomerate, andisexposedin

separatedarea: Suitengu, Otaru心hikko ， Masakae-chyoandTakashimaｭ

chyo.Ineachareas, lithologicalcharactersaredifferentinsomedegrees.

IntheSuitenguarea, therhyoliteisnotaccompaniedwithagglomerate,

anditsdistributioniswiderthanthatinanyotherareas. Thisrock

withoutfluidalstructureisgenerallygreyishwhiteincolourandcompact

inapperance, buttheoneclaylizedbystrongweatheringormineralization

isbrittle. Itseems, accordingly, tobepropertonameliparitefrom

lithologicalclassification. Theessentialmineralsofthisrockarequartz

of1.2mm.insizeandplagioclacecorrespondingtooligoclase. Biotite

andhornblendereplacedpartiallybychlorite, arerecognizedrarely.

IntheTakashima-chyoarea , therhyolitecovereduncomformablyby

theKumausuandesitic agglomerate, appearsasdikesintrudinginto

rhyoliticagglomerate. Intheverypointofcontact, blackglassyzone

ofabout5~ 7em.inwidh , showingrapidcoolingfacies , arefoundclearly.

Boththerhyoliteandangularfragmentofagglomeratehavesame

lithologicalcharacters, buttheyaredi 妊erent intheabsenceofbiotite

fromthatmentionedabove.

Itisalsocharacteristicthattheirground-masshasalteredtobe

crystallineduetodevitrification.

IntheMasakae-chyo, rhyoliteassociatedwithagglomerateisalmost

similarinlithologicalcharactertothatintheSuitenguarea, butthisis

distinguishedinabsenceofbiotitefromthat.

IntheOtaru-Chikkoarea, theconstituentmineralsexceptingquartz

hasalteredtoclayeymatterorchlorite.

Asariformation

TheAsaricoversthissheetmapalmostwolly. Asmentionedabove,

itcoverstheIronairhyolitewithanunconformity. Thisuncomformity

isactuallyseenatTakashima. Theupperhorizoneisalsocovered

uncomformablebytheSunadomelavaandQnaternarydeposits.

The formation consisting of ande3itic agglomerats and other

pyroclasticsediments, haveclearstratification. Itisnoticeablethatthis

- 18 ー



formationhasconspiciouslateralchangeofrockfacies. Andthen, the

stratigraphicalpositionsofthefourmembersasdescribedbelowdoes

notneccesallyclear. Generallyspeaking, theAsaristrikingNS-N30E

anddipping10 ・ 20 E-W , presentsawavyfolding.

TheSukutsuhipropylite member, asfar as obserbedfromthe

geologicalstandpoint3inthisarea, 8eemstobethelowerestpositionof

thisformation , althoughthedirectpointofcontactisnotactuallyseen

inthismap;namelyitiscoveredbytheKumausuandesiticagglomerate

membermergingdownwardsintotheSumiyoshitu 丘

Thepropyliteoriginatingfromquartzhornblendebearinghyperthene

augiteandesiteisdistributedinthenorthernareaofOtarucity. At

Akaiwa, ithasalteredtoverysiliceous, clayeyandgreencompactrock

duetomineralization.

TheSumiyoshi tu 庄 member distributedintheSuitenguareais

formedof tu 百， pumiceous tu 百 and tu 百 breccia ， containingbrecciated

pebbles, predominantlyofdaciteandsubordinatelyofpyroxeneandesite.

ThismembergraduallymergesupwardsintotheKumau.suandesitic

agglorr:.eratewhichcoverδthis sheetmapalmostwholly.

The lower part of the Kumausu is the alternation of beds of

tu 百aceous sandstone, havingafalsebedding, pumiceoustu 百 and andesitic

agglomerate. Theangularfragmentsofthisagglomeratearechiefly

ofblack glassy pyroxene andesite, which characterizes the Pliocene

agglomerate.

Theupperpartconsistsmainlyofagglomerate, being di 百erente in

apperancefromthatmentionedabove;namelythisismoreporphyritic

thanthat, andoftenincludesasimulataneousbasalticxenolith.

ThismembergraduallychangesupwardsintotheIshikusayama

laveflow. Thislavawithroundedbasalticxenolithofabout10cm.in

sizeispyroxeneandesite, andisalmostwhollydistributedintheadjacent

Zenibakosheetmap.

Sunadomelava

Thiscoversthe Neogenedescribed above, buttheverypointof

contactisnotactuallyseeninthepresentarea. Theageofthislava

maybeupperPliocene. Thisrockwithcolumnarjointisorpyroxene
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andesite.

Quarternary

TheQuarternarygroupeisdistributedinsmallareasofthismap.

Itisdividedintofourbedsasshowninthetable.

TheKenashi-yamalavaispleistoceneinage. Thevolcanois

constituedofgentlyinclinedskirtsofquartzolivinebearinghyperthene

.augiteandesite. Butitisscarcelypossibletotracetheoriginalshape

ofthisvolcanoonaccountofhavingbeendissectedconsiderably. River

terraceisalsofoundastheyoungerpleistocenedepositwhichattains

totheheightofabout20-10m.aboveriverlevel. Itisabout4m.in

thickness, andconsistschieflyoflargeangularandesticblockandbrecｭ

ciatedpebbles, verylooselycementedwithsandandclay.

Bothsand-duneandfloodplanedepositsarerecentinage. The

sand-dunedeposits, foundalongtheIshikariinthenorth-easternareaof

thismap, areofsmallscales. The 白ood planedepositsareofsand,

gravelandclay.

EconomicGeology

Themineralresourcesinthisareahavehardlyanyeconomicvalue.

Metallicoredeposits;ThetypeofdepositsintheSukutsushipropylite

memberisallofso-called “ Black Ore." Thealtaredareaofmap

correspondstotheelongatedpartoftheAkaiwamine, whichformerly

workedzincblendeandgalena. Compactsiliceousrockascapinthe

“ Black Ore" depositis relatively widely found , but in lower part

pyritization, silicificationandsmallquartzveinareonlyrecognized.

Otherresources, theonlyresourceofeconomicimportanceisandistic

lavaflowssuchastheSunadomeandKenashiyamathatarequarriedfor

civilengineeringpurposes.
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